












要約：本研究の目的は心拍数変動を手がかりにして子どもの運動量を推定することである。

運動量の把握には運動強度と運動時間の測定が必要であるが、運動強度は最大酸素摂取量

に対する割合から求めた。10 歳児の日常の活動水準が最大運動強度の 50%(134 拍/分)を

超える身体活動は、登下校時、体育の授業、スポーツ・クラブ参加時にすぎない。10 歳

児の呼吸循環系の体力を向上させるためには、最大運動強度の 60%に相当する心拍数 146

拍/分の運動を 5分以上継続することが望ましい。


